
 

■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（10月1日現在）●人口208,667人（男104,632人・女104,035人）●世帯数 75,857戸 

市民意識調査結果の概要 ････････････p.2～3 
はーとふる・フェスティバル ････････････p.5 
市民アートフェスティバル作品募集 ･････p.10 
 
 

農業まつり ･････････････････････････････p.4 
市民総合体育大会の結果 ･････････････････p.6

◆主な内容◆ 

広報  

 

10月２日・９日、「第１回市民総合体育大会」が華蔵寺公園運動施設を中心に開催されました。11地区対抗で行われたこの大
会には、各地区の代表選手約4,000人が参加し、スポーツを通じて地域の交流の輪を広げるとともに、合併した喜びを分か
ち合いました。 



　本市では現在、合併後の新たなまちづくりを進めていくため、将来ビジョンを定
め、今後のまちづくりの基本となる「総合計画」を策定しています。 
　7月上旬から下旬にかけ、市民5,000人を対象にアンケートを実施し、多くの皆
さんから回答をいただきました。【回収率43.3％】ご協力ありがとうございました。 
　将来のまちづくりの方向性などについて、お寄せいただいた多くの市民の意見
を、今後の計画に反映させていきたいと思います。 
　なお、調査結果（主なもの）の概要は次のとおりです。 
※市ホームページに、詳しい結果を掲載していますのでご覧ください 

問い合わせ　企画調整課（内線2404） 

地域のニーズは？ 

『行政サービスの満足度と重要度』を地域ごとに分析した結果、特に「都市整備分野」と「生活環境分野」

では、地域によって次のようにニーズに差があることが分かりました。 

 
都市整備分野･･･蜷 
 
 
 
 
生活環境分野･･･蜷 
 

 

 

 
「生活排水処理対策」が優先施策であることは各地域に共通でした。 
これに加え、 
旧伊勢崎市…「既成市街地の再開発などの再整備」が優先施策 
赤堀地区・あずま地区・境地区…「身近な生活道路の整備」が優先施策 
 
「交通安全対策」、「ゴミの不法投棄など廃棄物処理対策」が優先施策であることは各
地域に共通でした。 
これに加え、 
赤堀地区…「公共交通の充実」が優先施策 

あずま地区・境地区…「ゴミの減量化やリサイクル」が優先施策 

今後の行政運営に対しては？ 

『市役所の仕事をより良くするのに重要なこと

は？』では、「経費を節減する」（40.7%）、 

「職員数を減らしてスリム化を図る」（38.2%）

というコスト削減を重視する意見が多く寄せら

れました。 

 

 

 

『これからの公共施設整備の考え方は？』では、 

「既存施設の有効活用を進める」が6割以上を

占め、「負担が増えるのであれば、新しい施設は

整備しない方が良い」（20.9%）がこれに続く

結果となりました。 

 

 

 

これらの結果から、今後の行政サービスは「既存施設の有効活用（新たな施設（重複）を造らない）」を進

め、現状程度のサービスと負担を基本としながら、「経費の節減」、「職員数の削減」などによる行政のスリ

ム化が求められていることが分かりました。 

電子市役所 
により住民 
サービスを 
向上させる 
5.6％ 

経費を節減 
する 
40.7％ 

その他 
2.0％ 

無回答 
7.4％ 

職員数を減 
らしてスリ 
ム化を図る 
38.2％ 

効果の高い 
事業を選択 
して実施する 
6.1％ 

新しい施設の 
整備を進める 
方が良い 
4.6％ 

その他 
1.7％ 

無回答 
3.9％ 

新しい施設整備 
は極力行なうべ 
きではない 
5.3％ 

既存施設の有効 
活用を進める 
63.6％ 

新しい施設は 
整備しない方 
が良い 
20.9％ 
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総合 
計画 

合併後のまちづくりへの期待は？ 

『合併後のまちづくりに対する期待感

は？』では、期待感を持っていると回答

した人が約60%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『合併後のまちづくりの効果に何を期待するか？（2つ選択）』では、

「生活利便性の向上」が39.8%を占め、生活者重視のまちづくりを

期待する声が最も高く、さらに、「行政サービスの充実」（34.6%）

や「行政のスリム化」（31.1%）を期待していることが分かりました。 

 

まちづくりの重点政策･施策は？ 

下の表は、政策（分野）の優先度とそのうちニーズの高い施策（事業）を掲げたものです。 

政策では、「健康･医療分野」・「福祉分野」を選択した人が50%を超え、続いて、「市民生活分野」を重要

視していることが分かりました。（3つ選択） 

また、施策（事業）では、「医療体制の整備」（健康・医療分野）、「高齢者の生きがい対策」（福祉分野）、 

「防犯対策」（市民生活分野）など12の施策について重視していることが分かりました。 

 

ほとんど期 
待感を感じ 
ていない 
11.7％ 

高い期待感 
を持ってい 
る 
14.1％ 

ある程度の 
期待感を持 
っている 
44.3％ 

無回答 
0.8％ 

あまり期待 
感を感じて 
いない 
29.1％ 

12.4 13.0

5.6
3.0 1.9

16.1

34.6
39.8

16.1
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政策の優先度 
 

第1位 
 

第2位  
 

第3位 
 

第4位 
 

第5位 
 

第6位 
 

 

第7位 
 

 

第8位 

 

健康・医療分野 （60.2％） 
 

福祉分野 （53.9％）  
 

市民生活分野 （36.7％） 
 

教育分野 （28.3％） 
 

都市整備分野 （27.9％） 
 

生活環境分野 （25.0％） 
 
 

行財政運営分野 （23.9％） 
 
 

経済・文化分野 （22.3％） 
 

重視すべき施策【重要度が高く満足度が低い項目】 
 

・身近な医療機関の充実や小児医療など高度で専門的な医療体制の整備 
 

・高齢者の福祉サービスが充実し、生きがいを持って暮らせる環境の整備 
・地域社会と一体となった保育サービスの充実 
 

・犯罪に対する安全対策の充実など安心して暮らせる社会づくり 
 

・小中学校教育の内容の充実 
 

・浄化槽や下水道など生活排水処理対策の充実 
 

・ゴミの不法投棄など廃棄物処理対策 
・歩行者・自転車などの交通安全対策 
 

・行政改革・健全な財政運営を進めるなどムダのない効率的な行政運営の推進 
・市民が市政へ積極的に参加できる仕組みづくり 
 

・活気ある商店街づくりなど商業振興対策 
・中小企業や企業立地に対する支援など工業振興対策 
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本市の農業を広く地域住民に紹介し、農業・食料
の大切さを知ってもらうとともに農業者と消費者の
ふれあいを深めるため、農業まつりを開催します。
収穫の秋に市内で生産する農畜産物を展示・即売す
るほか、無料サービスコーナー、ヒーローショーな
ど、イベントが盛りだくさん。ぜひ、ご家族皆さん
でお出かけください。
問い合わせ JA佐波伊勢崎いせさき営農生活セン
ター（蕁32-8686）または農政課（内線3276）

午前9時～午後3時
市民プラザ

●農産物共進会表彰式 
　●小・中学生書道・ 
　　交通安全ポスターコンクール 
　　　●年金友の会作品展 
　　　　●茶道コーナー 
　　　　　●ＪＡ女性部手芸作品展・ 
　　　　　　手作りヘチマコロン販売 
　　　　　　　●大道芸人（ピエロ） 
　　　　　　　　●はしご車体験 
　　　　　　　　　●だんべえ踊り 
　　　　　　　　　　●ミニ鉄道コーナー（県立伊勢崎工業高等学校） 
　　　　　　　　　　　●ヒーローショー（魔法戦隊マジレンジャー） 
　　　　　　　　　　　　1回目＝午前11時～　　2回目＝午後1時～ 
 

午前9時30分～ 
 
 

午前10時～ 
 

午前9時30分～ 
 綿菓子・ポン菓子・ポップコーン 
子ども風船サービス 
 午前10時～ 

 甘酒 
試食コーナー（地粉まんじゅう・漬物） 
下植木ネギ（2回目＝午後1時～） 
ゴロピカリすくい取り 
（2回目＝午後1時～） 
 

午前11時～ 
 もつ煮・ウインナ 
焼きおにぎり（米消費拡大運動） 
さわぴかりブレンドおにぎり 
 

●農産物安全・安心コーナー 
●アパート・マンション・新築
　相談コーナー 
●旅行相談コーナー（お楽しみ
　抽選会） 
●健康相談コーナー（さわぴか
　りの発芽玄米の試食や展示・
　販売など） 
 

 
生産者直売コーナー 
ゴロピカリ即売 
食料品・生活用品即売 
鉢花即売 
ＪＡ女性部かす漬け即売 
青果物即売 
 
 
農産物共進会出品物の即売 
（商品の引き渡し＝午後2時～） 
 

狡2005テレビ朝日・東映AG・東映 



5

第8回 

12
月
9
日
は
障
害
者
の
日
で
す
。
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
関
係
な
く
、
一
緒
に
暮
ら
せ
る
街

づ
く
り
を
考
え
築
い
て
い
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ふ
く
し
プ
ラ
ザ（
蕁

（26）
7
7
3
3
）

骨
密
度
測
定
・
全
身
体
脂
肪
測

定
・
ア
ル
テ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど

12
月
３
日
（
土
）
＝
先
着
20
人

12
月
４
日
（
日
）
＝
先
着
30
人

期
日

12
月
３
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
介
護
制

度
の
現
状

講
師

中
里
知
恵
子
さ
ん(

元
千

葉
大
学
外
国
語
セ
ン
タ
ー
教
授)

期
日

12
月
４
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

障
害
児
療
育
と
音
楽
療

法講
師

大
滝
昌
之
さ
ん(

足
利
む

つ
み
の
会)

期
日

12
月
４
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談

福

祉

講

演

会

琉
球
び
ん
型
染
め
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
り
ま
し
ょ
う

障
害
者
（
児
）
へ
の
理
解
を

育
む
た
め
の
勉
強
会

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

一
緒
に
歌
お
う
！
一
緒
に
踊
ろ
う
！

は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト

ハートフルいせさき 

内　　容  12月3日（土）  12月4日（日） 会　　場 

はーとふる・フェスティバルタイムスケジュール 

障害者（児）作品展示 
 
 
 
ス タ ン プ ラ リ ー  

 福 祉 機 器 の 展 示  

健康チェック・健康相談 
 
雑 古 紙 回 収  

 
 
 福 祉 講 演 会  
 
 
 
はーとふるコンサート 
 
ビ ン ゴ ゲ ー ム  

1階ワークショップ 
 
 2階･3階会議室ほか 

 
 3階機能訓練室 

3階健康相談室ほか 

 玄関前 

 玄関前 
 
 
 
 
2階多目的ホール 
 
 
 
 
1階ワークショップ 
 

3階ホワイエ 
 

障害者（児）団体活動紹介・
即 売 会  

リ サ イ ク ル 自 転 車  
オ ー ク シ ョ ン  

障害者（児）への理解を 
育 む た め の 勉 強 会  

午後1時30分～ 
　　3時30分 

午後1時30分～ 
　　3時30分 

午前10時～ 
午後3時 

琉球びん型染め  
コースターづくり 
折 り 紙  
トトロを折って  
み ま せ ん か  

無
料
体
験 

 
 
 
 
 

午前10時～午後3時 
 
 
 
 

 
午前10時～午後3時 

午後1時～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
午後1時～3時 

 
 
午前10時～正午 
 
 
 
午後3時30分～ 

障害者作品展示会場などを回ってスタン
プを集めよう。
スタンプを全部押すと割引券として障害

者（児）団体の即売会で利用できたり、自
転車オークション、ビンゴゲームの入場券
になります。

リサイクル自転車オークション
期日 12月3日（土）・4日（日）
時間 午後１時開始
会場 玄関前
※両日とも予定数完売次第終了します

豪華商品を多数用意
ビンゴゲーム

期日 12月4日（日）
時間 午後3時30分開始
会場 2階多目的ホール

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中
、
ご
み

の
減
量
化
の
た
め
の
雑
古
紙
の
回

収
も
行
い
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
と
交
換
し
ま
す
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総　合　成　績 

種　　目 1位 2位 3位 

種目別成績 

陸上（男） 
陸上（女） 
ソフトボール（男） 
ソフトボール（女） 
バレーボール（男） 
バレーボール（女） 
ソフトテニス 
卓球 
弓道 
柔道 
剣道 
テニス 
綱引き 
ゲートボール（男） 
ゲートボール（女） 

殖蓮 
茂呂 
あずま 
豊受 
豊受 
豊受 
宮郷 
境 
北 
境 
豊受 
宮郷 
名和 
三郷 
三郷 

境 
宮郷 
殖蓮 
殖蓮 
茂呂 
宮郷 
殖蓮 
宮郷 
境 

あずま 
境 
殖蓮 
茂呂 
北 
名和 

茂呂 
三郷 
南・名和 
北・あずま 
殖蓮・赤堀 
殖蓮・赤堀 
あずま 
豊受 
豊受 

宮郷・豊受 
宮郷・名和 
北・豊受 
南・豊受 
茂呂・境 
北・茂呂 

優 勝  
準優勝  
第 3 位   
第 4 位   
第 5 位  
第 6 位  

豊 受 地 区  
殖 蓮 地 区  
宮 郷 地 区  
茂 呂 地 区  
境 地 区  
名 和 地 区  

第 7 位   
第 8 位   
第 9 位  
第10位 
第11位 

北 地 区
三 郷 地 区
あずま地区 
南 地 区
赤 堀 地 区
 

市
民
総
合
体
育
大
会
が 

　
　
　
　
　
　
盛
大
に
開
催 

10月2日・9日、第1回市民総合体育
大会が市内各競技施設で開催されまし
た。11地区の代表選手約4,000人が
熱戦を繰り広げ、豊受地区が総合優勝
に輝きました。



期日 11月15日（火）
時間 午前10時30分～11時30分
会場 せせらぎ公園（現地集合）
※雨天時は児童館へ

対象 未就学児とその保護者

期日 11月16日（水）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 未就学児とその保護者
内容 落ち葉で遊ぼう

期日 11月17日（木）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 未就学児とその保護者
内容 リズム遊びをします
※運動のしやすい服装で参加してくだ
さい

期間 11月29日（火）から12月11日
（日）まで
※12月5日（月）は除きます

時間 午前10時～午後4時
内容 折り紙・色画用紙を使って、お正
月の窓飾りを作ります
申し込み 各日とも午前10時から随時

期間 11月21日（月）から26日（土）
まで
時間 午前10時～午後5時
内容 牛乳パックと輪ゴムでジャンプす
るヘビくんを作ります
用意するもの 牛乳パック（開いてない
もの）3個
申し込み 各日とも午前10時から随時

期日 11月19日（土）
時間 午後1時30分開始
定員 20人
※定員になり次第締め切ります

参加料 100円
申し込み 11月10日（木）から

期日 11月16日（水）
時間 午前10時開始
対象 保護者
定員 20人
※定員になり次第締め切ります

内容 手袋で子豚を作ります。演じ方の
指導もあります
参加料 500円（材料費を含む）
用意するもの 裁縫道具
申し込み 11月7日（月）から

期日 11月26日（土）
時間 午後1時30分開始
定員 クラフトクラブは30人（先着順）
内容 イラストクラブは絵を描きます。
クラフトクラブは「ふりふりツリー」
を作ります
申し込み 開始10分前から

期日 11月27日（日）
時間 午後1時30分開始
対象 小学4年生から中学生
内容 小・中学生の部に分かれて、1位
から3位まで賞状と賞品が出ます
申し込み 開始10分前から

期日 11月18日（金）
時間 午後6時30分～8時
定員 100人（先着順）
内容 プラネタリウムによる星座解説の
後、火星などを観望します
※悪天候の場合は星座教室だけ

申し込み 11月5日（土）から18日
（金）の午後5時までに直接または電話
で　

今月の投影番組
テーマ ぺガススに乗って秋の星座を探
そう！
内容 ぺガスス座をはじめとする秋の星
座を紹介します
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・3時の3回

期日 11月19日（土）・20日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 ペットボトルと針金で、回転しな
がら落ちるおもちゃを作ります
申し込み 各日とも午前10時から随時

7

イラスト･クラフトクラブ

秋季卓球大会

容器を工夫して遊ぼう

星座教室と天体観望会

プラネタリウム

あそびの教室

あそびの教室

あそびの教室

お正月の窓飾り

11月の工作「びっくりヘビくん」

カルメ焼きを作ろう

手袋人形づくり

各児童館・児童センターでは、このほか
にもいろいろな行事を予定しています。
ぜひ一度、お問い合わせください。 
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期
日

11
月
28
日（
月
）・
29
日（
火
）

12
月
２
日（
金
）・
５
日
（
月
）・

６
日
（
火
）（
全
５
回
）

時
間

午
前
９
時
〜
11
時

会
場

北
公
民
館

対
象

エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
の
基

礎
が
多
少
で
き
る
人

定
員

10
人

内
容

住
所
録
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の

作
成
・
宛
名
印
刷
な
ど

講
師

林
佐
都
子
さ
ん

参
加
料

６
０
０
円

用
意
す
る
も
の

筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

16
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
北
公
民
館
（
蕁
（25）
４

５
４
７
）

期
日

12
月
５
日
（
月
）
・
８
日

（
木
）
・
12
日
（
月
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

南
公
民
館

定
員

20
人

内
容

韓
国
の
文
化
・
日
常
会
話

※
希
望
者
（
女
性
）
は
チ
マ
チ
ョ

ゴ
リ
を
着
る
こ
と
が
で
き
ま
す

講
師

李
演
玉
さ
ん

参
加
料

１
、
２
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

15
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁

（26）
８
３
３
３
）

期
日

11
月
22
日（
火
）・
25
日（
金
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

殖
蓮
公
民
館

定
員

20
人

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

14
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
殖
蓮
公
民
館
（
蕁

（26）
４
５
６
０
）

期
日

11
月
30
日
か
ら
平
成
18
年

２
月
８
日
ま
で
の
水
曜
日
（
全
８

回
）

※
12
月
28
日
・
平
成
18
年
１
月
４

日
・
18
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

60
歳
以
上
の
人

定
員

20
人

内
容

短
歌
の
基
礎
知
識
と
製
作

講
師

山
下
和
夫
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

15
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

12
月
３
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

定
員

15
人

講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

２
、０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

15
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
北
公
民
館
（
蕁
（25）
４

５
４
７
）

期
日

11
月
22
日
（
火
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
始

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象

市
内
に
在
住
の
人

定
員

15
人

内
容

再
生
紙
の
エ
コ
バ
ン
ド
・

エ
コ
ひ
も
を
使
っ
て
作
り
ま
す

講
師

毛
塚
宣
子
さ
ん

参
加
料

１
、０
０
０
円（
材
料
費
）

用
意
す
る
も
の

は
さ
み
・
ボ
ン
ド

物
差
し
・
洗
濯
ば
さ
み
・
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

10
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

期
日

12
月
９
日
（
金
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

対
象

60
歳
以
上
の
人

定
員

20
人

内
容

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
ク

リ
ス
マ
ス
料
理

講
師

河
村
操
さ
ん

参
加
料

１
、５
０
０
円（
材
料
費
）

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

18
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁
（26）
８

３
３
３
）

期
日

11
月
29
日
（
火
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

対
象

60
歳
以
上
の
人

定
員

20
人

講
師

根
岸
一
博
さ
ん

参
加
料

２
、５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

17
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁
（26）
８

３
３
３
）

■伊勢崎市役所 　24-5111 
■赤堀支所 　62-1151 
 
■広報いせさきテレフォンサービス 　23-0606 
■火災情報案内 　0180-99-2999

■あずま支所 　62-1311 
■境支所 　74-1111 
 

講
座 

中
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

韓

国

文

化

講

座

簡
単
ハ
ン
グ
ル
講
座

再
生
紙
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
の
壁
飾
り

北
公
民
館
女
性
学
級

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
と

香
水
作
り
教
室

・

・

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室

短

歌

入

門

講

座

ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
れ
る

寄
せ
植
え
教
室



期
日

11
月
24
日
・
12
月
１
日
・

８
日
・
15
日
の
木
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

川
柳
の
講
話
と
実
作

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

10
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
赤
堀
公
民
館
（
蕁

（62）
１
１
５
３
）

期
日

12
月
１
日
・
８
日
・
15
日

の
木
曜
日

時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

10
人
（
先
着
順
）

内
容

指
先
の
お
手
入
れ
か
ら
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
ま
で

参
加
料

３
、０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

14
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
赤
堀
公
民
館
（
蕁
（62）

１
１
５
３
）

期
日

11
月
22
日
か
ら
12
月
７
日

ま
で
の
火
・
水
曜
日
（
全
５
回
）

※
11
月
23
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

ゴ
ル
フ
プ
ラ
ザ
イ
セ
サ
キ

（
柴
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
ゴ

ル
フ
初
心
者
（
学
生
は
不
可
）

定
員

20
人

講
師

原
富
男
さ
ん

参
加
料

８
、
０
０
０
円

※
ク
ラ
ブ
を
お
持
ち
の
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

８
日
（
火
）
か
ら
参
加
料
を
添
え

て
名
和
公
民
館（
蕁
（32）
０
０
３
４
）

期
日

12
月
10
日
（
土
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
っ
て
何

※
学
習
会
終
了
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
花
を
植
え
ま
す

参
加
料

３
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意
す
る
も
の

カ
ッ
タ
ー
・
キ

リ
・
は
さ
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

粕
川

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
会
の
高
橋
美

律
子
さ
ん
（
蕁
（25）
６
３
３
４
）

①

第
１
種
電
気
工
事
士
技
能
試

験
受
験
準
備
講
習

期
間

11
月
24
日
（
木
）
か
ら
12

月
１
日
（
木
）
ま
で
（
全
６
回
）

※
11
月
26
日
・
27
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

対
象

在
職
者
お
よ
び
求
職
者
で

12
月
４
日
（
日
）
の
実
技
試
験
を

受
験
す
る
人

②
　
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
入
門

期
間

12
月
５
日
（
月
）
か
ら
９

日
（
金
）
ま
で
（
全
５
回
）

時
間

午
後
５
時
〜
８
時

対
象

在
職
者
お
よ
び
求
職
者
で

汎
用
フ
ラ
イ
ス
経
験
者

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

会
場

県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門

校
（
前
橋
市
）

定
員

５
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す

受
講
料

無
料

※
材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

実
費
負
担
で
す

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
講

習
名
・
在
職
者
は
勤
務
先
を
記
入

し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
住
所

氏
名
・
郵
便
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
０
０
６

前
橋
市
石
関
町
１
２
４
―
１
　
県

立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校

申
込
締
切
日

①
＝
11
月
14
日（
月
）、

②
＝
11
月
25
日
（
金
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

県
立
前
橋
産
業
技

術
専
門
校
（
蕁
０
２
７
―
２
３
０

―
２
２
１
１
）

9

川

柳

教

室

ネ
イ
ル
ケ
ア
＆

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室

ゴ

ル

フ

教

室

県
地
域
環
境
学
習
会

植
物
の
不
思
議
を
知
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

・

愛犬のしつけ方教室 愛犬のしつけ方教室 
～散歩とトイレの関係～ 

期日・会場

11月11日（金）＝宮郷公民館

14日（月）＝北公民館

15日（火）＝赤堀公民館

16日（水）＝名和公民館

17日（木）＝あずま支所

18日（金）＝境支所（会議用庁舎）

25日（金）＝豊受公民館

時間 午後7時～9時

講師 須永武博さん（群馬ドッグセンター所長）

参加料 無料

※犬は連れてこないでください

申し込み・問い合わせ 希望する期日の前日ま

でに直接または電話で環境保全課（内線

3453）または各支所庶務課

人権擁護委員に竹田信
のぶ

朗
お

さん（波
志江町三丁目）、渡辺元

はじめ

さん（安堀町）
が10月１日付で法務大臣から委嘱さ
れ再任、就任されました。
市役所で人権に関する相談に応じ

ます。
問い合わせ 人権課（内2123） ▲ 竹田信朗さん ▲ 渡辺元さん

人権擁護委員に竹田信朗さんが再任、渡辺元さんが就任



ハ
ー
ブ
を
使
っ
て
小
物
を
作
り

ま
す
。

活
動
日

第
４
金
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

南
公
民
館

講
師

木
原
政
江
さ
ん

会
費

月
１
、
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

肥
後

弘
美
さ
ん
（
蕁
（26）
７
５
０
８
）

期
日

12
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
で
き
ま
す

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
や
動

物
な
ど
を
風
船
で
作
り
ま
す

参
加
料

１
、
４
２
５
円
（
材
料

費
・
昼
食
代
・
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

13
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（23）
５
８
０
０
）

新
市
合
併
を
記
念
し
て
市
民
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
12
月
16

日
（
金
）
か
ら
20
日
（
火
）
ま
で

開
催
し
ま
す
。
力
作
の
出
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
展
示
会
場

文
化
会
館
・
赤

堀
芸
術
文
化
プ
ラ
ザ
・
あ
ず
ま
中

央
公
民
館
・
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

応
募
資
格

市
内
に
在
住
の
15
歳

以
上
の
人（
中
学
生
は
除
き
ま
す
）

応
募
内
容

下
表
の
と
お
り

※
出
展
は
一
人
一
点
（
ほ
か
の
部

門
と
の
重
複
出
展
は
で
き
ま
せ
ん
）

出
品
料

５
０
０
円

申
し
込
み

11
月
28
日
（
月
）
ま

で
に
出
品
申
込
書
を
文
化
観
光
課

ま
た
は
各
支
所
経
済
課
へ

※
申
込
書
は
文
化
観
光
課
ま
た
は

各
支
所
経
済
課
、
各
公
民
館
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す

※
作
品
の
搬
入
方
法
な
ど
は
後
日
、

応
募
者
に
連
絡
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
３
５
）

期
日

12
月
４
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
40
分
開
始

会
場

社
会
福
祉
会
館（
上
泉
町
）

受
験
資
格

本
市
の
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
（
入
門
・
基
礎
課
程
）

を
修
了
し
、
手
話
技
術
経
験
３
年

以
上
ま
た
は
市
聴
覚
障
害
者
福
祉

協
会
か
ら
推
薦
を
受
け
た
人
で
、

資
格
取
得
後
に
本
市
の
登
録
手
話

奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

試
験
内
容

筆
記
、
実
技
（
表
現

読
み
取
り
）、
面
接

受
験
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

15
日
（
火
）
ま
で
に
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー（
蕁
（23）
６
０
７
２
）

10

募
集 

第
２
回

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

▲ バルーンアートで遊ぼう

市
民
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

作
品
募
集

手
話
奉
仕
員
登
録
認
定
試
験

受
験
者
募
集

・

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ク
ラ
ブ

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

部　門 

市民アートフェスティバルの募集作品一覧 

 
日本画 
 

 
洋　画 
  

 
 書 

 
 
 

 
彫　刻 
手工芸 
 
 
 
 

写　真 

種　　　類 

 
水墨画、墨彩画、極彩画 
 
 
油彩画、水彩画、版画 
 

 
漢字、かな、墨象、漢字

かな交じり書、刻字、篆

刻 

 
陶芸、漆芸、彫刻、彫金、
彫塑、鋳金、皮革工芸、
木竹工芸、籐工芸、パッ
チワーク、染色、切り絵、
ちぎり絵、押し絵、押し
花、紙工芸、（紙・粘土・
木目込み）人形、その他 
 
白黒、カラー（デジタルも可） 

規　　　　　　格 

10号～30号（ただし、軸装は除く） 
※額装には、必ずつりひもを付けること、 
ガラスは不可、アクリル板は可 

10号～30号 
※額装には、必ずつりひもを付けること、 
ガラスは不可、アクリル板は可 

縦形式62cm×182cm（2尺×6尺）以内 
横形式170cm×55cm（半切）以内 
正方形式91cm×91cm（3尺×3尺）以内 
※すべて額装に限る 
※額装には、必ずつりひもを付けること、 
ガラスは不可、アクリル板は可 
 
 

平面作品は，6号以上30号とする。 
立体作品は特に制限なし 
 
 
 
半切（36cm×43cm）でアルミまたは木
半切額（43cm×52cm位）を使用すること 
 ※６号＝縦53cm×横45.5cmまたは41.0cm 

※10号＝縦53cm×横45.5cmまたは41.0cm 
※30号＝縦91cm×横72.7cmまたは65.2cm

てん 

こく 

「～ふるさと新発見！～伊勢崎市誕生記念
スタンプラリー」に全部で2,686通の応募が
ありました。矢内市長、富岡区長会会長によ
る厳正な抽選が行われ、当選者が決定しまし
た。なお、当選されなかった皆さんには、大
変申し訳ありませんでした。
問い合わせ 地域振興課（内線2443）

伊勢崎市誕生記念

スタンプラリー たくさんの応募ありがとうございました



自
然
や
生
活
環
境
の
保
全
活
動

お
よ
び
調
査
研
究
に
優
れ
た
業
績

を
あ
げ
た
法
人
や
団
体
・
個
人
な

ど
を
表
彰
し
ま
す
。

募
集
対
象

①

省
エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
身
近
な
実
践
活
動
、
工
夫
、

提
案
な
ど
に
つ
い
て

②

地
球
環
境
や
生
態
系
を
守
る

た
め
の
身
近
な
実
践
活
動
、
研

究
、
提
案
な
ど
に
つ
い
て

応
募
資
格

県
内
の
営
利
活
動
を

行
わ
な
い
法
人
・
団
体
・
個
人

※
小
・
中
・
高
等
学
校
お
よ
び
特

殊
教
育
諸
学
校
な
ど
は
応
募
対
象

か
ら
除
き
ま
す

賞

総
額
50
万
円
・
５
点
を
表
彰

（
１
点
10
万
円
）

応
募
方
法

応
募
用
紙
（
自
由
）

に
応
募
者
の
名
称
（
団
体
名
ま
た

は
個
人
名
）・
代
表
者
の
氏
名
（
団

体
・
法
人
の
場
合
）・
所
在
地
（
個

人
の
場
合
は
住
所
）・
電
話
番
号

テ
ー
マ
を
記
入
し
、活
動
記
録
（
５
、

０
０
０
字
以
内
）
と
写
真
・
機
関

誌
（
紙
）
・
研
究
報
告
な
ど
の
資

料
を
添
え
て
財
団
事
務
局
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
８
４
６

前
橋
市
元
総
社
町
１
７
１
―
１

群
馬
銀
行
環
境
財
団
事
務
局

応
募
締
切
日

12
月
19
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

群
馬
銀
行
環
境
財

団
事
務
局
（
蕁
０
２
７
―
２
５
５

―
６
１
６
０
）

期
日

12
月
９
日
（
金
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓

練
校
（
宮
子
町
）

対
象

市
内
ま
た
は
佐
波
郡
玉
村

町
内
に
在
住
の
人

定
員

25
人
（
先
着
順
）

内
容

簡
単
大
工
教
室
（
幼
児
用

い
す
の
作
成
）

受
講
料

１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

25
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
伊
勢
崎

佐
波
高
等
職
業
訓
練
校
（
蕁
（25）
７

５
６
８)

活
動
日
・
会
場

●
第
１
・
３
水
曜
日
＝
第
二
市
民
体

育
館

●
第
２
・
４
水
曜
日
＝
絣
の
郷
（
円

形
交
流
館
）

※
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

内
容

ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
る
筋
力
強
化
、ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、ダ
ン
ベ
ル
体
操
、ス
ト
レ
ッ
チ

問
い
合
わ
せ

前
田
裕
子
さ
ん（
蕁

（26）
７
７
２
３
）

11

今
回
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
せ
な
い
ご
み
の
処
理
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

①
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
ブ
ロ

ッ
ク
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
消
火
器→

市
で
年
に
１
度
有
料
で
回
収
し
ま

す
。
回
収
日
は
回
覧
版
や
広
報
い

せ
さ
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
本
年
度
は
終
了
し
ま
し
た

②
家
電
5
品
目
（
エ
ア
コ
ン
・
テ

レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯

機
）→

小
売
店
へ
回
収
依
頼
を

③
自
動
車
の
部
品
・
オ
イ
ル→

専

門
の
処
理
業
者
へ
依
頼
を

④
犬
・
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
死
骸→

袋
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
清
掃

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
へ
持
ち

込
む
（
１
体
１
、
０
５
０
円
）
か
、

火
葬
を
希
望
の
場
合
（
有
料
）
は

さ
か
い
聖
苑
（
蕁
（70）
６
０
０
０
）
へ

⑤
引
越
し
時
の
多
量
ご
み→

直
接

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

持
ち
込
む
か
、
本
市
の
許
可
の
あ

る
ご
み
収
集
運
搬
業
者
へ
依
頼
を

⑥
パ
ソ
コ
ン→

製
造
メ
ー
カ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
処
理
費
用
に
つ
い
て
は
各
処
理

業
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
内

線
３
４
０
３
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

出
せ
な
い
も
の
の
処
理
方
法

環

境

財

団

賞

募

集

伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校

公
開
授
業
受
講
生
募
集

〜
職
人
の
技
、
伝
授
し
ま
す
〜

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク
ル

ス
テ
ッ
プ
会
員
募
集

第17回住宅月間功労者表彰において、

ｉタワー花の森住宅が中心市街地の活性

化や、保育所の併設による子育て世帯へ

の安心して生活できる居住環境の提供の

功績をたたえられ、10月6日に国土交通

大臣表彰を受賞しました。

問い合わせ 住宅課（内線2223）

特別養護老人ホーム
設置希望者の募集

本市では県および市高齢者保健福祉計画により、

平成18年度に特別養護老人ホームの新設整備を予

定しています。

設置を希望する人（法人）は、関係書類を提出し

てください。

整備地区 市内

整備数量 １施設（定員50人）

提出書類（各4部）

①　設置希望申請書（所定様式)

②　社会福祉法人調書（所定様式)

③　施設整備の動機、考え方など（所定様式)

④　案内図、公図、登記簿謄本

⑤　その他

提出期限 11月18日（金）

申し込み 提出書類を添えて直接高齢福祉課へ

問い合わせ 高齢福祉課（内線2158）

・



期
日

11
月
18
日
（
金
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

対
象

市
民

テ
ー
マ

子
ど
も
と
一
緒
に
見
る

世
界

講
師

毛
塚
恵
美
子
さ
ん
（
県
立

女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

教
育
研
究
所
（
蕁

（23）
２
４
６
９
）
ま
た
は
生
涯
学
習

課
（
内
線
２
４
３
２
）

期
日

11
月
19
日
（
土
）
・
20
日

（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

市
指
定
重
要
文
化
財
旧
森

村
家
住
宅
（
連
取
町
）

※
駐
車
場
は
ア
イ
オ
ー
信
金
宮
郷

支
店
職
員
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
す

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

宮
郷
き
り
え
の
会

代
表
の
高
橋
よ
し
子
さ
ん
（
蕁
（24）

６
５
３
７
）
ま
た
は
文
化
財
保
護

課
（
蕁
（24）
０
９
６
６
）

境
産
業
祭
で
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ア
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

期
日

11
月
13
日
（
日
）

時
間

午
後
０
時
30
分
開
場

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

「
こ
い
の
ぼ
り
バ
ン
ド
」

と
「
モ
ン
太
郎
さ
ん
」
の
陽
気
で

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
・
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
や
お
楽
し
み
抽
選
会

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会（
蕁
（74）
０
８
１
１
）

期
日

11
月
12
日
（
土
）

時
間

午
後
２
時
30
分
開
演

会
場

文
化
会
館

演
題

人
生
い
ろ
い
ろ
身
近
な
法

律
談
義
―
あ
の
弁
護
士
ラ
ン
ナ
ー

丸
山
和
也
お
お
い
に
語
る

講
師

丸
山
和
也
さ
ん（
弁
護
士
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

サ
ン
デ
ン
株
式
会

社
（
蕁
（24）
１
２
０
０
）

期
日

11
月
21
日
（
月
）

時
間

午
後
１
時
45
分
開
場

会
場

文
化
会
館

演
題

絶
望
か
ら
の
再
生
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
素
晴
ら
し
さ

講
師

太
田
哲
也
さ
ん
（
元
レ
ー

サ
ー
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
立
伊
勢
崎
高
等

学
校
（
蕁
（25）
４
４
５
８
）

期
日
・
時
間
・
会
場

11
月
17
日
（
木
）
＝
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
・
絣
の
郷

11
月
19
日
（
土
）
＝
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
・
山
王
町
友
の
家

11
月
22
日
（
火
）
＝
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
・
太
田
町
本
郷
公
民
館

11
月
25
日
（
金
）
＝
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
・
山
王
町
資
源
管
理
施
設

参
加
料

３
５
０
円
（
資
料
代
）

※
託
児
を
実
施
し
ま
す
（
要
予
約
、

２
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

夜
間

に
伊
勢
崎
友
の
会
の
富
田
さ
ん（
蕁

（24）
６
４
１
８
）
ま
た
は
丹
野
さ
ん

（
蕁
（23）
５
８
９
６
）

期
日

11
月
20
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
演

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

曲
目

さ
く
ら
・
21
、
子
供
の
メ

ド
レ
ー
、
葉
月
ほ
か

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

中
川
佳
代
子
さ
ん

（
蕁
０
９
０
―
５
１
３
２
―
３
２

０
４
）

期
日

11
月
17
日
（
木
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

販
売
品

中
古
衣
類
・
寄
贈
品
・

農
産
物
・
手
作
り
菓
子
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

チ
の
会
事
務
局
（
蕁
（21）
９
１
１
２
）

期
日

11
月
17
日
（
木
）

時
間

午
前
の
部
＝
午
前
10
時
開

始
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分

開
始

会
場

文
化
会
館

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
税
務
署（
蕁

（25）
９
５
２
９
）

12

催
し 

家

庭

教

育

講

演

会

秋

の

き

り

え

展

境
産
業
祭

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
０
５

〜
モ
ン
太
郎
＆
こ
い
の
ぼ
り
〜

ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
ー
ク
２
０
０
５

丸
山
和
也
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

▲ 丸山和也さん

市
立
伊
勢
崎
高
等
学
校

公

開

講

演

会

家
事
と
家
計
の
講
習
会

み
ん
な
で
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

コ
ン
サ
ー
ト

福

祉

バ

ザ

ー

平
成
17
年
分
年
末
調
整
説
明
会

◆【場外発売】SG第37回日本選手権オートレース（川口） 

◆宏義印刷杯争奪ＧⅡグランプリ（ＧⅡ王者決定戦） 

◆【場外発売】飯塚市営第【場外発売】飯塚市営第8回第回第1節（飯塚）節（飯塚） 

◆【場外発売】Ｇ【場外発売】ＧⅠ第Ⅰ第47回秋のスピード王決定戦（浜松）回秋のスピード王決定戦（浜松） 

◆【場外発売】飯塚市営第8回第1節（飯塚） 

◆【場外発売】ＧⅠ第47回秋のスピード王決定戦（浜松） 



期
日

11
月
20
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公

園
（
汗
の
広
場
）

内
容

も
ん
じ
ゃ
１
、
０
０
０
人

分
大
試
食
会
（
有
料
）、
昭
和
な

つ
か
し
館
Ｙ
Ｅ
Ｇ
版
、
地
域
関
係

団
体
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
ル
、
電
車
・
熱
気
球
・
白
バ
イ

乗
馬
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
市

民
参
加
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
開
催

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
商
工
会
議

所
青
年
部
（
蕁
（24）
２
２
１
１
）

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
家
族
会「
の

び
る
会
」
は
、
精
神
障
害
者
の
家

族
が
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
障
害

者
が
地
域
で
共
に
生
き
ら
れ
る
よ

う
活
動
し
て
い
ま
す
。

期
日

11
月
25
日
（
金
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

（
西
国
定
下
）

※
他
の
精
神
障
害
者
関
係
団
体
や

模
擬
店
も
多
数
出
店
し
ま
す

※
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

県
立
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
（
蕁
（62）
３
３
１
１
）

期
日

11
月
13
日
（
日)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

相
川
家
茶
室
「
觴し

ょ
う

華か

庵あ
ん

」

席
主

表
千
家
（
考
古
館
茶
道
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）

参
加
料

茶
券
１
、０
０
０
円
（
入

館
料
含
む
）

問
い
合
わ
せ

相
川
考
古
館
（
蕁

（25）
０
０
８
２
）

期
日

11
月
19
日
（
土
）・
20
日

（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

北
公
民
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
蘭
恵
愛
好
会
の

石
田
安
金
さ
ん
（
蕁
（26）
３
２
１
４
）

13

第
３
回
も
ん
じ
ゃ
サ
ミ
ッ
ト

い
せ
さ
き
も
ん
じ
ゃ
ま
つ
り

・

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

家
族
会
バ
ザ
ー

秋

の

茶

会

第

34

回

　

寒

蘭

展

近代化遺産全国一斉公開協賛事業

小茂田家住宅の公開とパネル展
写真パネルを展示し、建物の概要を紹介したカラーリーフレ

ットを配布します。
期日 11月13日（日）
時間 午前9時～午後4時
会場 国登録有形文化財　小茂田家住宅（長沼町）
入場料 無料
※午前10時と午後2時から建築専門家による解説を行います

問い合わせ 文化財保護課（蕁24－0966）

ダンピアいせさき講習会
ダンピアいせさきのダンス講習会を開催しま

す。初心者も大歓迎ですので、皆さんの参加を
お待ちしています。
期日 11月30日（水）
時間 午後7時～午後9時
会場 絣の郷（円形交流館）
問い合わせ 文化観光課（内線3338）

税を考える週間（11月11日～17日）の行事の一つとして、多数の
応募をいただいた標語の中から次の中学生が受賞しましたので紹介し
ます。（敬称略）
問い合わせ 市民税課（内線2230）
【関東信越国税局長賞】
「税金で　育くむ未来の　子供たち」 パミニアノ　ドミニック（一中）
「災害時　税の力と　人の力」 田中瑞貴（三中）
「消費税　身近な場所から　社会に参加」 小保方啓太（殖蓮中）
「納めよう　暮らしの幸せ　運ぶ税」 樋口恵理（赤堀中）
【群馬県租税教育推進協議会長賞】
「納税は　輝く明日への　第一歩」 神沢理沙（あずま中）
【伊勢崎税務署管内租税教育推進協議会長賞】
「軋税金は軋 明るい未来の　キ―ワ―ド」 毒島詩織（一中）
「考えよう　税の役目と　日本の未来」 村上直樹（二中）
「消費税　こんな僕でも　納税者」 小此木茂孝（四中）
「税金で　豊かに広がる　僕らの未来」 柴田勇佑（宮郷中）
【伊勢崎税務署長賞】
「税金は　日本を作る　第一歩」 栗原悠輔（二中）
「さまざまな　税が支える　明るい暮らし」 鈴木明花（四中）
「気付いたら　私も１人の　納税者」 中村理沙（殖蓮中）
「高めよう　一人一人の　納税意識」 久保遼（宮郷中）
【伊勢崎県税事務所長賞】
「税金を　むだに使うな　みんなのために」 境野結（赤堀中）
「税金を　納めて手にする　明るい未来」 大滝雪乃（赤堀中）
「税金で　夢と希望の　街づくり」 牛久保真由（あずま中）
「納税で　築くみんなの　明るい未来」 石井祐真（境北中）
【間税会長賞】
「消費税　未来のための　国づくり」 押尾綾（三中）
「消費税　未来の社会に　役立てよう」 柳沢知歩（境西中）
【伊勢崎税務署国税モニタ―賞】
「税金を　上手に使って　明るい未来」 福田紫乃（一中）
「見直そう　本当の税の　使い道」 小菅千絵子（三中）
「税を知り　深く理解し　つなげる輪」 小林優作（四中）
「目指せ　税を生かした　明るい未来」 戸塚愛（境北中）
【伊勢崎市長賞】
「税金で　豊かで明るい　国づくり」 水津勇哉（一中）
「税金は　みんなの暮らし　支えてる」 中島亜耶乃（二中）
「税金は　日本の国の　血液だ」 比護明穂（三中）
「納税で　明るい街並み　みんなの笑顔」 高木詩織（四中）
「税金は　政治参加の　第一歩」 井上勝人（殖蓮中）
「税金で　国を豊かに　明るい未来」 平野大貴（宮郷中）
「かなえよう　みんなの夢を　税金で」 小林久美子（赤堀中）
「納税で　豊かな暮らし　受け取る未来」 松原春佳（あずま中）
「税の事　みんなでもっと　見つめよう」 大橋舞子（境北中）
「税金は　日本の土台　築いてる」 小泉采音（境西中）
「知って　学んで　Ｌｅｔ‘ｓ納税！！」 町田梨奈（境南中）

平成17年度 



児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
人
権
を

否
定
し
生
命
を
脅
か
す
危
険
な
問

題
で
す
。
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
地

域
の
こ
と
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
、
虐
待
の
サ

イ
ン
に
敏
感
に
気
付
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
の
疑
い
を
連
絡
す
る
こ
と

に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
虐
待
の
行
わ
れ
て
い
る
家
庭
は

地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
虐
待
を
し
て
い
る
親

自
身
も
悩
み
を
抱
え
、
援
助
を
求

め
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
人
た
ち
が
虐
待
の
サ
イ
ン
に

気
付
く
こ
と
で
、
子
ど
も
を
守
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
る
家
庭
へ
の
支
援
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

子
ど
も
は
「
地
域
の
子
」
で
す
。

周
囲
の
人
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
と

行
動
が
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り

ま
す
。
皆
さ
ん
で
児
童
虐
待
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

﹇
児
童
虐
待
と
は
﹈

●
身
体
的
虐
待

殴
る
、
け
る
、
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、
熱
湯
を
か
け
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
迫
、
兄
弟
間
の

著
し
い
差
別
、
激
し
い
拒
否
的
態

度
を
示
す
な
ど

●
性
的
虐
待

性
的
暴
行
、
性
器
や
性
交
を
み

せ
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）

食
事
を
与
え
な
い
、
治
療
が
必

要
な
場
合
に
も
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い
、
自
動
車
や
家
の
中
に
置

き
去
り
に
す
る
な
ど

相
談
電
話
・
問
い
合
わ
せ

●
児
童
家
庭
課
（
内
線
２
１
１
７)

●
中
央
児
童
相
談
所
（
蕁
０
２
７

―
２
６
１
―
１
０
０
０
）

●
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

（
24
時
間
対
応
、
蕁
０
１
２
０
―
７

８
３
―
８
８
４
、携
帯
電
話
か
ら
は

蕁
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
０
０)

※
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
や
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
（
平
成
16
年
分
ま

で
）
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で

は
、
納
付
し
た
保
険
料
を
証
明
す

る
書
類
な
ど
の
添
付
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
所
得
税
法
な
ど
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
平
成
17
年
分
の

年
末
調
整
・
確
定
申
告
か
ら
、
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込

み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
金
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

該
当
す
る
人
に
対
し
て
、
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
は

が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
証
明

内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９
月
末

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
の
金
額
と
、
12
月
末
日
ま

で
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主

や
本
人
の
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納

付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
世
帯

主
ま
た
は
配
偶
者
が
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
納
付
額
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

は
、
家
族
の
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
を
一

緒
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）

14

お
知
ら
せ 

児
童
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

〜
11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
で
す
〜

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

の
添
付
が
必
要
で
す

政治家の次のような行為は禁止されています。
●町内会の旅行に缶ビールを差し入れする
※政治家にこのような要求をすることも禁止されています
【公職選挙法第百九十九条の二（公職の候補者等の寄付の禁止）】

●年賀状や暑中見舞いなど時候のあいさつ状を選挙区内の人に出す
【公職選挙法第百四十七条の二（あいさつ状の禁止）】

問い合わせ 市選挙管理委員会（内線2339）

期日 11月20日（日）
時間 午後2時開演
会場 文化会館
内容 名和地区の生涯学習実践発表、記念講演
※手話通訳があります

演題 泣いて、笑って、がんばって　人生は精一杯、明る
く生きなきゃ！
講師 海老名香葉子さん（エッセイスト）
入場料 無料
※当日は満員になり次第締め切らせていただきます　

問い合わせ 生涯学習課（内線2432）

▲ 海老名香葉子さん

1

贈らない・求めない・受け取らない



こ
れ
ま
で
は
、
市
内
か
ら
携
帯

電
話
で
１
１
９
番
通
報
す
る
と
、

市
消
防
本
部
に
は
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
前
橋
市
・
太
田
市
な
ど
の
消

防
本
部
を
中
継
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
12
月
か
ら
は
、

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

も
一
般
電
話
か
ら
の
通
報
と
同
様

に
直
接
市
消
防
本
部
へ
つ
な
が
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
迅
速
な
対
応

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
携
帯
電
話
か
ら
の
通

報
は
、
通
報
者
が
今
い
る
場
所
が

分
か
ら
な
い
、
電
波
不
良
の
た
め

通
報
が
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど
、

災
害
発
生
場
所
の
聴
取
が
困
難
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
電
波
の

状
態
に
よ
り
、
市
消
防
本
部
で
は

な
く
他
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報

す
る
と
き
に
は
次
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
を
確
実
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
住
所
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

目
標
と
な
る
建
物
・
交
差
点
な
ど

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は

大
変
危
険
で
す
。
安
全
な
場
所
に

停
車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

●
消
防
本
部
か
ら
確
認
の
た
め
電

話
を
か
け
直
す
と
き
が
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
の
番
号
は
、
す
ぐ
に
言

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
近
く
に
一
般
電
話
が
あ
る
と
き

に
は
、
な
る
べ
く
そ
ち
ら
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
問
い
合
わ
せ

●
テ
レ
ド
ー
ム
（
災
害
情
報
、
蕁

０
１
８
０
（99）
２
９
９
９
）

●
救
急
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
病

院
案
内
、
蕁
（23）
１
２
９
９
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
通
信
指

令
課
（
蕁
（25）
３
５
１
０
）

消
防
法
お
よ
び
市
火
災
予
防
条

例
が
改
正
さ
れ
、
共
同
住
宅
・
長

屋
を
含
む
全
て
の
住
宅
に
対
し
て
、

新
た
に
住
宅
用
防
災
（
火
災
）
警

報
器
な
ど
の
設
置
が
義
務
付
け
に

な
り
ま
す
。

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
６
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

警
報
器
の
種
類
・
設
置
場
所
、

そ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

(

蕁
（25）
３
３
１
１
）
ま
た
は
各
消

防
署福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

を
希
望
す
る
人
で
、
ま
だ
お
持
ち

で
な
い
人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
人

①

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か

の
障
害
者
手
帳
所
持
者

②

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
な
い
人

③
　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

障
害
者
手

帳
・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
）

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

障
害

福
祉
課
（
内
線
２
１
６
７
）
ま
た

は
各
支
所
福
祉
課

15

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

〜
通
報
は
あ
わ
て
ず
、
正
確
に
〜

住
宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器

な
ど
の
設
置
が
義
務
付
け
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

11月19日（土）
11月20日（日）
11月23日（祝）
11月26日（土）
11月27日（日）

小倉設備興業（株）
（株）栗原建設
（有）穂栓設備工業
（株）丸橋設備
中央水道（株）

蕁25ー2915
蕁25ー6720
蕁32ー0875
蕁25ー2412
蕁25ー1592

この運動は一人ひとりが火災予防の知識を持ち、それ
を実践することで火災の発生を防止し、死傷事故や財産
の損失を防ぐことを目的としています。
昨年、管内ではおととしより14件多い134件の火災

が発生しました。出火原因は放火・こんろなどの消し忘
れ・たばこの不始末などが上位を占めています。
火災を出さないためにも、次の7つのポイントを心が

けてください。
●3つの習慣
①　寝たばこは絶対やめる
② ストーブは燃えやすい物から離れた位置で使用す
る
③ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す

●4つの対策
① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する
② 寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を
使用する
③ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する
④ 高齢者や体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる

問い合わせ
伊勢崎消防署（蕁25－3918）
赤堀消防署（蕁62－0230）
東消防署（蕁62－8980）
境消防署（蕁74－0012）

秋季全国火災予防運動 9（水）～15（火） 11



期
日

12
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
今
井
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

定
員

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
料

４
、
５
０
０
円

申
し
込
み

11
月
27
日
（
日
）
か

ら
直
接
市
民
体
育
館
へ

※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

直
径
１
２
２
㎝
の
ボ
ー
ル
を
使

い
３
チ
ー
ム（
１
チ
ー
ム
＝
４
人
）

が
コ
ー
ト
内
で
サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー

ブ
を
繰
り
返
す
ゲ
ー
ム
で
す
。

期
日

12
月
４
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
開
会
式

会
場

あ
ず
ま
体
育
館

参
加
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤

在
学
の
小
学
生
以
上

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

22
日
（
火
）
ま
で
に
直
接
あ
ず
ま

中
央
公
民
館
（
蕁
（62）
０
１
１
５
）

生せ
い

活か
つ

す
る
上う

え

で
抱か

か

え
る
さ
ま
ざ

ま
な
問も

ん

題だ
い

を
、
弁べ

ん

護ご

士し

や
保ほ

健け
ん

師し

に
相そ

う

談だ
ん

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期き

日じ
つ

11
月が

つ

６
日か

（
日に

ち

）

時じ

間か
ん

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

〜
午ご

後ご

３
時じ

会か
い

場じ
ょ
う

市し

役や
く

所し
ょ

本ほ
ん

館か
ん

５
階か

い

第だ
い

一い
ち

会か
い

議ぎ

室し
つ

対た
い

象し
ょ
う

市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

・
在ざ

い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

※
当と

う

日じ
つ

は
、
スす

ペぺ

イい

ンん

語ご

・
ポぽ

ルる

トと

ガが

ルる

語ご

・
英え

い

語ご

・
タた

ガが

ロろ

グぐ

語ご

中ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

の
通つ

う

訳や
く

が
付つ

き
ま
す

申も
う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ

国こ
く

際さ
い

課か

（
内な

い

線せ
ん

２
１
１
４
）

期
日

11
月
10
日（
木
）・
11
日（
金
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

伊
勢
崎
商
工
会
議
所

内
容

中
小
企
業
者
お
よ
び
新
規

開
業
者
の
融
資
相
談

※
確
定
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

相
談
日
の
前
日
ま
で

に
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
（
蕁
（24）
２

２
１
１
）
ま
た
は
国
民
生
活
金
融

公
庫
前
橋
支
店
（
蕁
０
２
７
―
２

２
３
―
７
３
１
２
）
へ

問
い
合
わ
せ

商
工
労
働
課
（
内

線
３
３
３
４
）

【
県
案
】

①

伊
勢
崎
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
44
号
駅
南
東
西
通
り

②

伊
勢
崎
都
市
高
速
鉄
道
（
東

武
鉄
道
伊
勢
崎
線
）

縦
覧
会
場

県
都
市
計
画
課
、
伊

勢
崎
土
木
事
務
所
、
都
市
計
画
課
、

中
心
市
街
地
整
備
部

問
い
合
わ
せ

県
都
市
計
画
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
３
―
１
１
１
１
）

ま
た
は
都
市
計
画
課
（
内
線
２
４

３
６
）

【
市
案
】

①

伊
勢
崎
都
市
計
画
伊
勢
崎
駅

周
辺
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

②

伊
勢
崎
都
市
計
画
伊
勢
崎
駅

周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

③

伊
勢
崎
都
市
計
画
伊
勢
崎
駅

周
辺
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業

④

伊
勢
崎
都
市
計
画
道
路
高
架

南
２
号
線
ほ
か
３
路
線

縦
覧
会
場

都
市
計
画
課
、
中
心

市
街
地
整
備
部

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
内

線
２
４
３
６
）
ま
た
は
市
街
地
整

備
課
（
蕁
（21）
７
４
９
０
）

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

期
間

11
月
11
日
（
金
）
か
ら
25

日
（
金
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

※
こ
の
案
に
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
県
案
＝
県
知
事
へ
、
市
案

＝
市
長
へ
）。
縦
覧
会
場
に
備
え

付
け
の
様
式
あ
る
い
は
必
要
事
項

（
氏
名
・
住
所
・
意
見
要
旨
）
を

記
入
し
た
書
式
で
直
接
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

意
見
書
の
提
出
先

県
案
＝
〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
―
１
―
１
　
県

都
市
計
画
課

市
案
＝
〒
３
７
２
―
８
５
０
１

今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
番
地
　
都

市
計
画
課

締
切
日

11
月
25
日
（
金
）
必
着

16

ス
ポ
ー
ツ 

ス

ケ

ー

ト

教

室

キ

ン

ボ

ー

ル

大

会
・

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
た
め
の

無む

料り
ょ
う

法ほ
う

律り
つ

・
健け

ん

康こ
う

相そ
う

談だ
ん

・

特

別

金

融

相

談

会

相
談 

縦
覧 

都
市
計
画
の
変
更
（
県
案
・

市
案
）
を
縦
覧
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境図書館 伊勢崎市図書館 

今月の休館日 

赤堀図書館 

あずま図書館 

本などの宅配サービスを各図書館で行ってい
ます。
対象 介護保険制度で要介護認定を受けてい
て、図書館に行くことが困難な人
※詳しくは各図書館まで

伊勢崎市図書館
2日・16日・30日の水曜日と3日・23日の祝
日と8日から15日まで（蔵書点検期間）
赤堀図書館
7日・14日・21日・28日の月曜日と25日（館
内整理日）

■おはなし会
期日 土・日曜日
時間 午前11時・午後２時開始
会場 １階児童室
内容 子どものボランティアや図書館職員
による絵本や紙芝居の読み聞かせ

■雑誌・リサイクル本配布
期日 11月５日（土）
時間 午前９時開始
会場 視聴覚室前

■人形劇「さんまいのおふだ」
期日 11月13日（日）
時間 午後２時開始
会場 視聴覚室
定員 99人（先着順）
内容 劇団「やまいも」による人形劇

■おはなしタイム
期日 11月12日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 学習室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居（「ちからたろう」ほか）
の読み聞かせ

■こどもアニメシアター

「ウルトラマンティガ」

期日 11月20日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター｢アイ・ロボット｣
期日 11月27日（日）
時間 午後１時30分開始　
会場 視聴覚室

境・あずま図書館
7日・14日・21日・28日の月曜日と3日・23
日の祝日と25日（館内整理日）
市民プラザ
8日・22日の火曜日

h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp

■こども映画会
「セロ弾きのゴーシュ」

期日 11月26日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 楽団員のゴーシュがある晩、家でセ
ロの練習をしていると・・

■読み聞かせ
期日 11月19日（土）・12月３日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー
内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる読
み聞かせ

■図書館まつり
期日 11月５日（土）・６日（日）
時間 午前９時開始
会場 赤堀芸術文化プラザ
内容 リサイクル本の配布

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ
期日 11月12日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局
期日 11月12日（土）、26日（土）
時間 午前11時～11時45分（26日は正
午まで）

会場 赤堀芸術文化プラザロビー



講
師

仲
真
美
子
さ
ん
（
伊
勢
崎

佐
波
医
師
会
病
院
成
人
病
検
診
セ

ン
タ
ー
長
）

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

期
日
・
会
場

●
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
＝
11
月
14

日
（
月
）

●
あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
11
月

16
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

対
象

４
か
月
児
健
康
診
査
が
済

ん
だ
乳
児

内
容

初
期
を
中
心
と
し
た
手
軽

な
メ
ニ
ュ
ー
の
実
習

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
お

ん
ぶ
ひ
も
・
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
あ
ず
ま
保

健
セ
ン
タ
ー

骨
量
の
減
少
に
よ
る
骨
粗
し
ょ

う
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
自
分

の
骨
量
を
知
り
、
若
い
こ
ろ
か
ら

の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

期
間

12
月
22
日
（
木
）
ま
で

会
場

登
録
医
療
機
関
（
個
人
通

知
の
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

対
象

平
成
18
年
３
月
31
日
現
在

の
年
齢
が
、
35
・
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

期
日

11
月
30
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に
電
話

予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

期
日
・
会
場

●
あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
11
月

14
日
（
月
）

●
境
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
11
月
30
日

（
水
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
電
話
予
約
制
で
す

相
談
内
容

言
葉
が
遅
い
、
お
友

だ
ち
と
遊
べ
な
い
な
ど

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

11
月
24
日
（
木
）

時
間

午
後
２
時
開
始

※
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象

が
ん
患
者
お
よ
び
家
族

テ
ー
マ

免
疫
力
を
高
め
よ
う

内
容

手
・
腕
・
腰
い
ず
れ
か
の

骨
密
度
測
定（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

受
診
料

５
０
０
円
（
70
歳
以
上

医
療
受
給
者
証
取
得
者
・
生
活
保

護
世
帯
の
人
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
無
料
）

※
登
録
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、

受
診
券
を
持
参
し
受
診
し
て
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
検
診
を
は
が
き
で
申
し
込

ん
だ
人
に
は
、
事
前
に
問
診
票
な

ど
を
郵
送
し
ま
し
た
。

受
診
す
る
と
き
は
、
郵
送
さ
れ

た
受
診
券
（
今
年
度
該
当
者
だ
け

発
行
）
と
問
診
票
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

●
子
宮
が
ん
（
単
独
）
検
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
＝
11
月
24
日

（
木
）
・
25
日
（
金
）

宮
郷
公
民
館
＝
12
月
１
日
（
木
）

三
郷
公
民
館
＝
12
月
２
日
（
金
）

９
日
（
金
）

●
子
宮
が
ん
、
乳
・
甲
状
腺
が
ん

（
並
行
）
検
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
＝
11
月
28
日

（
月
）

宮
郷
公
民
館
＝
12
月
５
日
（
月
）

三
郷
公
民
館
＝
12
月
12
日
（
月
）

※
で
き
る
だ
け
指
定
の
日
時
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
変
更
の

場
合
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

受
付
時
間

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
午
後
１
時
〜

２
時

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
＝
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
２
時

視
触
診
＝
午
後
１
時
〜
２
時

※
午
前
中
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

実
施
し
た
人
は
、
午
後
に
視
触
診

を
実
施
し
ま
す

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
一
人
当
た

り
の
撮
影
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

人
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

対
象

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上
の

女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

※
年
齢
は
平
成
18
年
３
月
31
日
現

在
の
も
の
で
す

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚け
い

部ぶ

細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
視
触
診（
一
方
だ
け
は
不
可
）

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
１
、
０

０
０
円

※
70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

18

お
ひ
さ
ま
発
達
相
談

（

乳

幼

児

発

達

相

談

）

伊
勢
崎
ひ
ま
わ
り
の
会

（
が
ん
患
者
の
会
）
講
演
会

11/６（日）スタート 

子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん
　

集
団
検
診

・

・ ・

母

乳

相

談

離

乳

食

講

習

会

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診



期日 11月18日（金）
時間・会場
殖蓮公民館＝午前9時30分～正午
境地域福祉センター＝午後2時～4時
※全血献血（200ml・400ml）だけとなります
問い合わせ
殖蓮公民館（蕁26－4560）
境支所福祉課（蕁74－0368）

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
を

満
１
歳
か
ら
７
歳
６
か
月
未
満
ま

で
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
１
回
接
種

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
予
防
接
種
（
第
１
期
、

第
２
期
を
各
１
回
ず
つ
接
種
）

●
第
１
期
＝
生
後
12
か
月
〜
24
か

月
未
満

●
第
２
期
＝
小
学
校
就
学
前
の
１

年
間

※
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
新
た

に
接
種
を
始
め
る
子
ど
も
が
対
象

※
平
成
16
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
７
歳
６
か
月
未
満
の
子
ど

も
で
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

所
の
あ
る
人

内
容

歯
周
組
織
検
査
に
よ
り
、

歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を
発
見
し
ま
す

検
診
料

５
０
０
円
（
70
歳
以
上

は
無
料
で
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

中
旬
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

各
保
健
セ
ン
タ
ー

予
防
接
種
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
麻

し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
が
混
合

ワ
ク
チ
ン
と
な
り
、
接
種
対
象
者

も
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、

今
年
度
中
に
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
は

公
費
で
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

※
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
の
生

ま
れ
で
、
こ
れ
か
ら
麻
し
ん
・
風

し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、

早
め
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
相

談
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
の
人
に
予
診
票
を
郵
送
し

ま
し
た
。
希
望
者
は
実
施
医
療
機

関
で
１
回
接
種
で
き
ま
す
。

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
る
と
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
予
防
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

12
月
28
日
（
水
）
ま
で

対
象

市
内
に
在
住
で
接
種
当
日

に
65
歳
以
上
の
人
　

※
接
種
当
日
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
を
有
す
る
人
と
し
て
厚
生
労

働
省
で
認
め
ら
れ
た
人
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

接
種
料

１
、
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

改
正
前

改
正
後

19

早
期
に
歯
周
疾
患
を
発
見
し
、

進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歯
の
喪
失
を
予
防
す
る
た
め
の
検

診
で
す
。

実
施
期
間

12
月
22
日
（
木
）
ま
で

実
施
医
療
機
関

委
託
歯
科
医
療

機
関

※
申
し
込
み
を
し
た
人
に
受
診
券

と
実
施
歯
科
医
療
機
関
の
一
覧
表

を
送
付
し
ま
す
。
ご
希
望
の
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い

対
象

本
年
度
中
（
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
）
に
40
・
50
・
60
・

70
歳
に
達
す
る
人
で
、
市
内
に
住

麻
し
ん
・
風
し
ん
接
種
が

変
わ
り
ま
す

高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
た
め
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

歯
周
疾
患
個
別
検
診

献血にご協力ください

▲ 西部公園のウオーキングコース

夜間の小児救急医療 
小児夜間救急医療の日程 

※日曜日・祝日は両病院で受け付けます 

問い合わせ 
　伊勢崎佐波医師会病院（蕁24ー0111） 
　市民病院（蕁25ー5022） 

病　院　名 

伊勢崎佐波医師会病院 

市　民　病　院 

当  番  曜  日 

月・水・金・土曜日 

火 ・ 木 曜 日  

診療時間 

午後5時～ 
午前8時30分 

健康の日が11月からスタートします。
超高齢社会を目前にして、元気に高齢期を過ごすことはみん

なの願いです。
いろいろな健康法がいろいろな方法で情報提供されています

が、健康法は、一人ひとり違います。自分なりの健康法を見つ
けましょう。
市では健康の日を「自らに適した健康法を実践する日」と位

置づけ、健康で心豊かなまちづくりを目指します。
家族をはじめ職場や地域の仲間たちと、自分に合った健康づ

くりを始めませんか。
今後皆さんに健康に関する情報を順次紹介していく予定で

す。
●11月6日（日）の健康の日制定イベントで、ウオーキング教
室を実施します。会場となる西部公園には、300ｍと400ｍ
のウオーキングコースが設定されています。ぜひ、皆さんお誘
い合わせのうえご参加ください。
※ウオーキングの効用…脂肪燃焼でシェイプアップ・体力づ
くり・丈夫な骨を維持・血圧安定に効果的・ストレス解消な
ど
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心も健やかに（南小学校）

南小学校児童会本部役員の皆さんは、児童集会で司会

を務めたり、入学式や先生の離退任式であいさつを

したりといろいろな場面で活躍しています。運動会でも競

技に参加する傍ら、団を盛り上げたり、下級生の面倒を見

たりと大忙し。また、9月に行われた子ども議会に出席し

た子もいるなど、学校の中心的存在として活動しています。

本部役員は半年ごとに2人ずつメンバーがかわるため、

この4人での活動も半年。「大変なこともありましたが、

4人でできてよかったです。この経験をこれからの学校

生活にいかしていきたいです」と笑顔で話してくれました。

「紅葉と冬ざくら」
撮影者 村田光弘さん（山王町）

本市では今月から第一
日曜日を「健康の日」と
して制定しました。
現在、市民一人ひとり

が健康を維持し、健康寿
命を伸ばしていくことへ
の関心が高まっているな
か、誰もが気軽に健康づ
くりに取り組むことがで
きることは、とても喜ば
しいことです。
6日の第一回健康の日

には、西部公園やちびっ
子広場でいろいろなイベ
ントが予定されています。
家族や友人たちを誘って
参加してみてはいかがで
しょうか。 （や）


